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むし歯や歯周病などのお口病気の原因であるプラークは，歯の表

面に形成されたバイオフィルムであり，その形成には，①口腔内

のばい菌同士の相互作用，②歯の詰め物などの成分や表面の

性質，③生体の反応や浸出液などの生体成分の３者の相互作用

がかかわっています．最近，逆にこれらを利用してバイオフィルム

の抑制行うことを考え、色々な製品の開発をしたのでご紹介しま

す。
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